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りリーダー人材養成講座では、平成 27 年度の１期生 20 名を皮切りに、県内全域にわたり、平成
30年 12月末までに９期生合計 100名を輩出している。本年度以降も、県内全域にわたり、１年間









○共同研究者 近田 敬子（鳥取看護大学 学長） 










   ４名のインタビューの逐語録を作成した。今後、質的帰納的手法を取り、内容分析を行う 
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 年齢 性別 修了期 
Ａさん 60歳代 男性 １期 
Ｂさん 60歳代 女性 １期 
Ｃさん 60歳代 女性 ５期 
Ｄさん 60歳代 女性 ６期 
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から得られた｢まめんなかえ師範塾生｣のニードを満たしているといえる。 
【自身の成長変化】 
知識の吸収によるスキルアップを目的に受講していた受講生が、受講を続けることによって「責
任感」、「使命感」、「自身の積極性」という自身の成長、変化をきたしていたことが分かった。これ
は、求めていた以上に継続した活動意欲の向上が得られるきっかけになったと考える。 
【まめんなかえ師範塾生のつながり】 
 この制度の開設により、各期別の横の繋がりが主であった、今までの｢まめんなかえ師範塾生｣
の中に、縦のつながりが形成されつつあることが伺えた。これは、「まちの保健室」への活動参加
者の幅を広げていくことに効果があると予測されるため、この制度の継続意義を感じている。 
本制度への課題としては、【研修制度の今後の課題】【活動範囲の拡大化】【修了生が主体となる
活動】【意識の差】が抽出された。 
【研修制度の今後の課題】 
受講生は、運営側の大学と、理解を深めながら活動をしていくことを望んでいることが分かっ
た。受講生の意見をくみ上げるための機会を意識的に作っていくべきと考える。 
【活動範囲の拡大化】 
 受講生たちは、行政や大学主体の運営ではなく、自分たちに任されながら、活動を広げていきた
いという志を抱いていることも分かった。この意欲を持つ人を増やし、維持できるような教育内
容を意識していく必要がある。 
【修了生が主体となる活動】 
 受講生の自主性については、運営側も期待している動きである。今後の課題として｢まめんなか
え師範塾生｣と運営側が、相互の理解を深めながら「まちの保健室」活動への自主性を強化し、活
かしていける教育やシステムの構築を考えていきたい。 
【意識の差】 
 ｢まめんなかえ師範塾生｣同士で、活動に対する温度差を客観的に意識しながらも、声かけの継
続など自分たちでできることから対策を講じている様子も分かった。 
 現段階では、調査対象者が４名であり、質的にも十分な分析には至っていない。しかしながら、今回
の調査により、講座の修了生の質と継続した意欲の向上を目指して本年度から開始した「ラダー式研修
制度」は、目標を概ね達成できていると考える。今後も、今回明らかとなった課題の改善を図り、本制
度を継続的に行っていきたいと考えている。 
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